
教員 Q擬憮 壕勉強・

研究について

授業への興味 ・…"…………"……………………"…………………
学生の約9割が授業に興味がある
授業に興味が「ある」、「ややある」学部学生88.8% 大学院学生94.5%

教員との対話 ・…""………………"… "……………………………
学部学生の約4割 しか教員と対話していない
教員と対話を「している」、「たまにしている」学部学生 37.4% 大学院学生 83.1%

授業出席率 ・“………………………“…………""…………………
6割程度の学生が90%以上の出席率
「90%以上出席している」学部学生56.6% 大学院学生 69.9%

授業の満足度 ・“"… "………………………………………"………
授業の満足度は低い
満足できる授業の割合が「80～ 100%」 学部学生 フ.1% 大学院学生 24.5%

授業選択の重要要素 ・"……………………"………………………
授業選択の重要要素はまず内容
授業選択の重要要素が「授業内容」学部学生 83.6% 大学院学生 90.8%

将来への有益性 ・""………………“………"……………………・ ①
授業や研究・勉強は将来役に立つと考えている学生は多い
役に立つと「思う」、「やや思う」学部学生77.2% 大学院学生90.4%

図書館等の利用 ・…………………………………………“………"・ ●
図書館の利用頻度は高くない
「ほぼ毎日」、「週に2～ 3日」の合計 学部学生48.4% 大学院学生46.3%

０

０

０

０

０

０授業以外にする研究・ 勉強時間 ・""¨…………………"……""
勉強時間は少ない
週平均「0～ 5時間」学部学生 45.5% 大学院学生 14.0%

0  0

彊



学生の約
授業に興

授業への興味 ゴ
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残 授業に興味が「ある」、「ややある」

学部学生 88.8%大 学院学生 94.5%

学部学生では、授業に興味が「ある」、「ややあ

る」と答えた比率は90%弱でした。一方、大学院

学生では、「ある」、「ややある」と答えた比率は

約95%で した。多くの学生が授業に興味があると

回答しています。

学年別では、1年 。2年・4年がほぼ同じ傾向、3年・

5年以上がほぼ同じ傾向です。アンケー トの時期

が5月 ・6月 ですから、3年生の興味が若干低 くな

ったのは、2年生の時の授業やその取 り組み方に

原因があるのか もしれ ません。一方、4年生で興

味のある比率が復活 しているのは、3年生で学ん

だ専門科 目を受講 してこのような結果になったと

考えられます。4年生で興味が復活 しているのは、

専門教育の在 り方を考えるとき、望 ましいことと

言えると思います。
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授業への興味と早稲田大学

が好きかという回答には相関
(%)

があります。すなわち、興味   70
があると回答している学生ほ   60
ど、早稲田大学が好きと回答

しています°          50
また、授業に興味があると

回答 した学生は、早稲 田大   40
学を選んだ理由として「教授

陣」「教育研究内容・ レベル」  30
と回答する比率が他より高 く

なっています。一方、「知名   20
度 。注目度の高さ」の比率は

1∩

若干低 くなっています。授業

に興味を持 っている学生は教    0
育・研究面での実質的なこと

を重視していることがうかが

えます。

さらに、グラフには示 していませんが、授業に

興味があると回答 した学生は、入学した学部 。研

究科に満足 している比率が高 くなっていました。

そして、授業に興味があると回答した学生は、大

学生活が充実していると回答する比率が高くなっ

ていました。

早稲田大学を選んだ理由は何ですか
'

全   体
(8,232件 )

あ   る
(4,573イ牛)

27

や や あ る

(2,866千牛)

12

あまりない

(644件 )

26

大学の授業に興味がありますか
'

言うまでもなく、授業は大学の中心的なもので

す。良い授業を提供すること、学生が興味を持つ

ようにアピールすること、それらを絶えず改善・

実践 していくことが、学生の期待に応え、学生の

満足感や充実感に寄与するものであることがあら

ためて確認できます。
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LersTalk: ■部学生の
教員と対話

教員との対話

学部学生では、短時間でも教員と話を「してい

る」、「たまにしている」と答えた比率は約4割弱

と低い値でした。一方、大学院学生では、「して

いる」、「たまにしている」と答えた比率は8割以

上でした。

学年別では、学年が上がるにしたがって対話

している比率が上昇 しています。1年生の「して

いる」、「たまにしている」の回答比率の合計が

28.7%と 一番低い値です。アンケー トの時期が5

月 。6月 なので、まだ入学 して間もないというこ

ともあ ります。しかし、2年生の低い回答比率か

教員と対話を「している」、「たまにしている」

学部学生 37.4%大 学院学生 83.1%

し

らも、低学年の学生が教員 と対話する機会の少な

いことが示唆 されています。

グラフには不 していませんが、教員 と対話 して

いる学生ほど、入学 した学部・研究科に満足 して

いると回答する比率が高 くなっていました。また、

教員 と対話 している学生ほど、大学生活が充実 し

ていると回答する比率が高 くなっていました。そ

して、教員 との対話が多いほど、授業への興味が

高 くなっていました。教員 との対話が授業への関

心を高める大切な要素の一つ と言えそうです。
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6割程度
90%以上

授業出席率

学部学生では、授業平均

オし56.6%、  17.7%、  14.0%

で した。一方、大学院学

生では、「90～100%」、「80

～90%未満」、「70～ 80%未

満」と答えた比率はそれぞ

オし́69.9%、  14.0%、 7.4%
でした。

学年別では、学年が上が

るにしたがって平均出席率

が減少します。高学年になると、必修科目が少な

くなり、授業の選択範囲が広がるからだと思いま

す。ゼミや研究室での研究に打ち込みながら、必

要な授業を聴講するという受講態度が主に反映さ

れているのだと考えられます。

一方で、1年生や2年生であっても、平均出席率

「90%以上出席している」

学部学生 56.6%大 学院学生 69.9%
切
ノヽ
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式

出席率を「90～100%」、「80 (鵬
顎固D～90%未満」、「70～ 80%未   ~~冨%未満 3」 %

満」と答えた比率はそれぞ
50～ 70%

未満
84%

C圏國諄
50%未満 1.5%

無回答 0.2%
無回答
26%

70～ 809そ ,

未満
7.4%

80～ 90%
未満
14.0%

が低い学生がいます。一般的に低学年で授業出席

率が低いと留年や退学の確率が高まります。大学

での仲間作 りにも影響があるか もしれません。

学生の心構えは大切ですが、大学側は、魅力あ

る授業をどう提供するかを含めて、学生が積極的に

授業に出席できる状況を整備することが必要です。
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授業の満足度Iま低い お
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授業の満足度

C肇罰D
無回答 0.7%

グラフには示 していませんが、学部学生の場合

には学年による違いはあま りあ りませんで した。

また、満足する割合が高いほど早稲田大学が好 き

満足できる授業の割合が「80～ 100%」

学部学生 7.1%大 学院学生 24.5%
熙
ジヽ

”
″
″′　
多

ミ

学部学生では、満足 で

きる授業の割合 を「80～

100%」 、「60～ 80%未満」

と答 えた比率はそれぞれ

7.1%、 21.1%で した。一

方、大学院学生では、「80

～100%」 、「60～80%未満」

と答 えた比率はそれぞれ

24.5%、 27.9%と 、 イ氏い値

になっています。

文系 。理系での違いはほ

とんどありません。

C日謡園
80～ 100%

7.1% 20%未満 ―-1 無回答 6.5%

6.8%

20´V40%
未満
10.1%

という回答が多 くなっています。さらに、満足す

る割合が高いほど大学生活が充実しているという

回答が多くなっていました。

satisilod?

昼盛昼

っている いの はの るで り か ?

20～ 40%
未満
22.6%

40～60%未 満
32.4%

40～60%
未満
24.1%

らいありま か ?なたが取 っている す る の はの れ 文系 。理系別
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全  体

また、授業の満足度が高い学生ほど、大学の授

業以外の研究・勉強時間が多 くなっています (次

頁グラフ参照 )。 また、授業の満足度が高い学生

ほど、授業や研究・勉強は将来役 に立つ と答えて

156

109
100

fft (z,zag/.) 理系 (691人 )

います。これらは大学院学生の場合も同じ傾向が

ありました。

やはり、良い授業が学生の将来への意欲につな

がっていそうです。
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すべての授業が満足で きる状態であることが理

想ですが、それを達成することはなかなか困難で

す。授業科 目の内容の難易、教員の教え方の上手・

下手、学生の理解力などにバラツキがあ りますか

ら、それ らのバラツキを吸収 しなが ら、満足度を

高めることは難 しい課題です。

しか し、その難 しい課題 を解決 していく手段 を

検討する必要があります。学生による授業評価が

数年前から始まりました。一部の学科では、各教

員が分析 して、問題点を洗い出し、次年度に向け

た改善の方策を検討しています。そういった努力を

今後もっと広げていかなければならないでしょう。

一方で、学生の皆さんも、授業評価に積極的に参

加して、建設的な意見を述べてほしいと思います。

ク

自宅・図書館・ダブルスクール等で行う、大学の授業以外にする研究・勉強時間 中
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授業選択の
■

まず囚
授業選択の

重要要素

^4

幽
授業選択の重要要素が「授業内容」

学部学生 83.6%大 学院学生 90.8%

学部学生では、授業選択の重要要素として「講

義内容」 (83.6%)、「曜日・時間帯」 (45.4%)、「単

位取得の難易」 (29.3%)が 上位となっています。

一方、大学院学生では、「講義内容」 (90.8%)、「担

当教員」 (46.7%)、 「曜日・時間帯」 (29.4%)が

上位です。グラフには示 していませんが、学年が

上がると、「担当教員」と回答する比率が少しず

つ増加 しているようでした。

授業に興味の「ない」学生ほど、「単位取得の

難易」を重視しています。また、授業に興味の「あ

G警罰D

る」学生ほど、「講義内容」と「担当教員」を重

視しています。大学院学生の場合にもこれらの傾

向は見られるものの、学部学生ほどはっきりとは

していませんでした。

「単位取得の難易」という回答は学生の正直な

気持ちを表 しているのかもしれません。 しかし、

この要素だけで学生に選択されている授業があっ

たとしたら、それは教員にとっても学生にとって

も情けないことです。
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勉強時間

授業以外にする

研究・勉強時間

時間未満」と答えた比率はそれ  奄ヮ|が

ぞれ45.5%、 26.7%で 、合計す

ると72.2%で す。7割 を超 える

学生が1日 1時間程度以下 しか勉

強 していません。一方、大学院

学生では、「0～5時 間未満」、「5

～10時 間未満」 と答えた比率は

それぞれ14.0%、 16.3%で、合

計すると30.3%で す。

学年別に見てみると、学年が上がれば、勉強時

間が若干増加する傾向にあ りますが、それでも、

「0～5時間未満」という回答が40%を 超えていま

す。大学院学生でさえ、勉強に十分な時間をかけ

ていない人たちが少なからずいます。

グラフには示 していませんが、理系 と文系を比

全   体

週平均「0～5時間」

学部学生 45.5% 大学院学生 14.0%

^`C

h
学部学生では、大学の授業以

外にする研究 。勉強時間の週平

一
国■ヽ|

均 を「0～5時 間未満」、「5～ 10 ■■副F 25時間以上 37%
C日謡B

20～25時間未満
3.696

15´-20

時間未満
6.0%

0～5時間未満
14.0%

10～ 15日寺間
未満
13.2%

鵬コロ

教 |
員 =

無回答 1.9%

20～ 25日寺間未満
9.9%

才受
業

勉
強

10～ 15日寺間
未満     15～ 20時間未満
13.9%           11.8%

研
究
に
つ
い
て

べると、理系の方が勉強時間はわずかに多いよう

でした。

一概に時間をかければ良いというものではあり

ませんが、人生で一番頭脳明晰な時期に、ゆっく

り。じっくりものごとを考えるのは大切なことで

す。

学年別

0～ 5時間未満 5～ 10時 間未満 10～ 15時 間未満 15～ 20時間未満 25時間以上

20～ 25日寺間未満
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授業ゃ研究
将来役に立っと考ぇ

将来への有益性 汀
リヽ

¨
″
グ′　
´

式 役に立つと「思う」、「やや思う」

学部学生 77.2%大 学院学生 90.4%

学部学生では、授業や研究

が将来役立つ と思 うかについ

て「思う」、「やや思う」と答え  e調回D 思わない 3.3%
C日目日 思わない 1.0%

た比率は8割弱です。一方、大

学院学生では、「思 う」、「やや

思う」と答えた比率は約9割で、

高い比率です。しかし、逆に学

部学生では、「思わない」、「あ

まり思わない」の比率が2割 を

超えています。

学年別に見てみると、1年 生

の「思う」の比率が高いのに比

べ、2年 生の「思 う」の比率が

無回答
04% あまり 無回答

1.0%

下がっています。1年間の大学生活の後でこうい

う傾向があることは、大学として深刻に受け止め

る必要があります。

グラフには示していませんが、文系よりも理系

の学生の方が、役に立つと考えている学生は多 く

なっていました。

全   体

年
(857人 )

2 年
(558人 )

3 年
(513人 )

4 年
(437人 )

７
　
将
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の
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5年 以 上
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修 士 課 程
(363人 )

11

博 士 課 程
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0.

専 門職課程
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0

大学での授業や研究・
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は で

か

か のん 学年別

やや思 う思わない あまり思わない
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75%
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25.5%
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64.9%

思 う

41216.9 385

77.9189



役に立つと考えている学生ほど、入学 した学部・

研究科に満足 しているという回答が多くなってい

ます。また、役に立つと考えている学生ほど、大

学生活は充実しているという回答が多 くなってい

ます。

グラフには示 していませんが、授業への興味と、

将来役に立つという項 目には相関があ りました。

すなわち、授業に興味のある学生ほど、将来役に

立つと考えています。この思いは大学院学生の方

思わない
(85人 )

(%)

60

思わない
(85人 )

が顕著でした。どちらが原因 。結果であるのかを

定めることは難しいですが、すべての授業が役に

立つと言い切れるものでもないでしょう。しかし、

社会とのつなが りを意識した授業を心がけること

の大切さが分か ります。

本章で考察してきたように、どこかを糸口にし

て、学生の意欲を促 し、充実 した大学生活を送

ってもらう方策を考えていく必要があると思いま

す。

の

大学での授業や研究・勉強は、将来自分の進路先で役立つと思いますか
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図書館の利
■■■■ロ

置 くな

図書館等の利用

学 部 学 生 。大 学 院学

生 と も、 図書館・学 生  1饉罰曰D  全く利用しない
読書室 の利用 に関 して    ほとんど  3.7%

ぶヽ    「ほぼ毎日」、

SIナ学部学生48.4
「週に2～ 3日」の合計
|%D大学院学生46.31%`

CttB
ほとんど利用 しない

13.9%

全 く利用 しない

3.4%

無回答 0.5%
「ほlr毎:日 」、「週に2^シ 3

日」 と答えた比率は5割

弱です。あま り高い値

ではありません。

グラフには不 してい

ませ んが、学年別 に見

てみると、1年生の利用

率が若干高 くなってい

ました。 また、文系 の

学生の利用率の方が高

所がで きますか ら、図書室や学生読書室の利用率

が減少するので しょう。

利用 しなし
8.6%

テス ト前や
レポー ト提出の

ときだけ
14.0%

「

―無回答

1   0.3%
ほば4専 日
9.7% テス ト前や

レポー ト提出
ときだけ
5.1%

の

コ ー
ノ

ゝ
●

夕
〕

出 席 率

経年変化 として一日りょう然なのは、学生の授業の出席率が毎年コンスタントに増加 してい

ることです。本年度では実に約6割 が「90～ 100%」 出席 していると答えています。出席率が

「50%未満」も過去5年 で最低の2.8%と なっています。大学が取 り組んでいる教育改革が、学

生の授業への関心を引きつけ、結果的に出席率が高まっていると言えそうです。

2002年

70～ 80%未満 80～ 90%未満 無回答50～ 70%未満 90～ 1009650%未満

2003年

8

図
書
館
等
の
利
用

2004年

2005年

0.7

2006年

0              20              40              60              80             100(%)
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〓

口

くなっていました。理系の学生の場合は、高学年

や大学院になれば、研究室などのように自分の場

1カ 月に数日
25.0%

週に2～ 3日
38.7%

ほば毎 日
1●8%

週に2～ 3日

30.5%
1カ 月に数 日

30.8%

15.9 19.4 46:3_, ′。・′
t

13.6

6.9 14.2 16.5 19.6 428

3.8 17.7 52.910.6 14.2

90 14.3 18.1 549

77 12.7 17.0 591
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